































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































歌仮 翼州 常山国 蒲吾 廼以（１１１１(）純族人111(仮為蒲吾長、悉令将親属居焉。
歌嵩 翼州 距鹿 W〈嵩、字文都、距鹿人。
歌阜 翼州 渤海 東光 東光侯
W(敦 (Ilik阜）同族
歌肝 翼 高亭 粛宗追思（１１１(）純功、紹封（1M(）阜子肝為高亭侯。
取騰 翼 高亭 帝復封弟騰０
歌 翼 高亭 (Ｉ１ｌｌ(騰）子忠liiil ○
取緒 翼 高亭 (W(忠）卒、孫緒嗣。
湫武 翼 翼州長史
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ているところから、筥郷も楚の地にあったと思われる。そ
う
す
る
と
耽
阜
の
封
土
は
取
氏
一
族
の
中
で
歌
訴
と
同
じ
く
例
外
的
に
出
身
地
炬
鹿
郡
か
ら
離
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
取
阜
の
嗣
子
に
つ
い
て
は
取
純
列
伝
建
初
二
年
の
条
に
、
建
初
二
年
、
粛
宗
追
思
純
功
、
紹
封
阜
子
肝
爲
高
亭
侯
。
肝
卒
、
無
嗣
、
帝
復
封
肝
弟
騰
。
卒
、
子
忠
嗣
。
忠
卒
、
孫
緒
嗣。
と
あ
り
、
取
阜
の
子
取
肝
を
高
亭
侯
と
し
、
以
下
取
肝
の
弟
湫
騰
、
そ
の
子
取
忠
、
そ
の
孫
取
緒
が
そ
れ
ぞ
れ
後
を
襲
っ
て
い
る
。
こ
こ
で耽阜の封土筥郷が臥肝の時から高亭に移封されたようで
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
王
葬
の
時
翼
州
高
陽
を
改
め
た
別
称
と
（妬）
しての吉向古一であるとすれば、もと祖父歌純の封地であった
高
陽
に
復
帰
し
、
以
後
四
代
に
わ
た
っ
て
封
地
を
継
承
で
き
た
こ
と
になる。
な
お
、
取
阜
の
封
土
喪
失
事
件
に
関
連
し
て
寒
朗
列
伝
に
、
永
平
中
、
以
謁
者
守
侍
御
史
、
與
三
府
橡
属
共
考
案
楚
獄
顔
忠
・王平等、辮連及燧郷侯取建・朗陵侯減信・護澤侯都
鯉・曲成侯劉建。
と
あ
り
、
さ
き
に
掲
げ
た
取
阜
関
係
の
史
料
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
歌
阜
で
は
な
く
「
取
建
」
と
あ
り
、
ま
た
封
爵
も
筥
郷
侯
で
は
な
く
「
燧
郷
侯
」
と
あ
る
の
は
さ
き
の
歌
阜
の
記
事
か
ら
判
断
法
政
史
学
第
四
十
六
号
（泥）
し
て
誤
り
が
あ
る
ｉ
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
湫
阜
」
を
「取建」と誤り、同時に「菖郷侯」を「燧郷侯」に誤ると
い
う
二
重
の
誤
り
を
犯
す
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
「燧郷侯取建」は燧郷侯臥宿の嗣子であったと判断するの
が妥当と思われる。
こ
の
ほ
か
、
距
鹿
取
氏
一
族
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
取
臨
・
臥
武
が
あ
る
。
臥
臨
は
『
三
国
志
』
魏
書
東
夷
伝
の
霊
帝
建
寧
二
（
一
六
九
）
年
の
条
に
、
玄
菟
太
守
歌
臨
討
之
、
斬
首
虜
數
百
級
、
伯
固
降
、
属
遼
東
。
と
あ
る
よ
う
に
、
玄
菟
太
守
と
な
っ
て
い
る
が
、
玄
菟
郡
は
翼
州
に
隣
接
し
た
幽
州
内
の
郡
で
あ
る
。
ま
た
湫
武
に
つ
い
て
は
衰
紹
列
伝
初平二（一九一）年の条に、（畑）
（
翼
州
牧
韓
）
馥
長
史
臥
武
・
別
駕
閏
純
・
騎
都
尉
沮
授
聞
而
諫
日
、
翼
州
錐
鄙
、
帯
甲
百
萬
、
穀
支
十
年
。
衰
紹
孤
客
窮
軍
、
仰
我
鼻
息
、
譽
如
嬰
兒
在
股
掌
之
上
、
絶
其
哺
乳
、
立
可
餓殺。奈何欲以州與之。
（卯）
と
あ
り
、
翼
州
長
史
と
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
こ
こ
の
歌
臨
や
歌
武
も
先
に
考
察
し
た
歌
氏
の
任
官
同
様
翼
州
ま
た
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
幽
州
に
任
官
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
距
鹿
出
身
の
取
氏
一
族
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
なお、『三国志』蜀書簡雍伝には、
￣
￣
八
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翼ﾘＩＩ１ｌ距鹿郡宋孑県のIMI<氏一族（距鹿大姓）
⑥歌仮（歌純の族人）
蒲
吾
長
⑨耽款（耽阜と同族）
⑩臥
肝７７高亭侯
②
’
⑦
臥
純
（
伯
山
）
歌
阜
←〆
①歌
（
更
始
騎
都
尉
・
前
将
軍
東
・
歌
郷
侯
）
高
陽
侯
筥
前
将
軍
・
東
郡
太
守
・
東
光
侯
光侯、３７平阿侯
郷侯、７１国除
王
萎
済
平
尹
更始済南太守
⑪歌
騰
⑬歌
緒高亭
侯
歌武（文威）
191翼州牧長史
中心
⑫歌
□
高
亭
侯
･３２大中大夫・東郡太守・３７卒
臥
臨169玄菟太守
③歌
訴偏
将
軍
・
赤
眉
将
軍
・
著
武
侯
④
⑧
歌
宿
歌
建
□
傭
将
軍
・
代
郡
太
守
・
遂
郷
侯
⑤歌
植２６偏将軍・２８輔威将軍・武邑侯
歌
嵩（銀鹿の人）
||員
巡蝿呈黒むＩＣ噸曇ｅ熟Ｒ聖置戸ＵＷｅ幽霊（垣蝋）
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本
稿
で
取
り
上
げ
た
翼
州
距
鹿
郡
宋
子
県
出
身
の
歌
氏
一
族
は
、
後
漢
の
祖
で
あ
る
臥
文
か
ら
そ
の
子
臥
純
の
時
代
に
劉
秀
の
河
北
平
定
の
軍
事
行
動
に
参
画
し
、
後
漢
成
立
に
当
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
歌
氏
に
は
封
地
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
封
地
は
原
則
と
し
て
翼
州
あ
る
い
は
幽
州
・
党
州
の
河
北
地
域
の
土
地
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
後
漢
成
立
前
後
の
戦
乱
期
は
別
に
し
て
、
臥
氏
へ
の
任
官
も
原
則
と
し
て
出
身
地
の
翼
州
を
中
心
と
す
る
河
北
地
域
を
統
治
す
る
地
方
官
職
で
あ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
後
漢
時
代
の
距
鹿
歌
氏
の
活
動
地
域
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
出
身
地
の
翼
州
を
中
心
と
簡雍字憲和、琢郡人也。……。
と
あ
り
、
こ
こ
に
斐
松
之
が
注
し
て
、
或日、雍本姓取、幽州人語謂臥爲簡、遂随音建之。
と
あ
る
よ
う
に
、
幽
州
で
は
「
歌
」
を
「
簡
」
と
い
い
、
こ
こ
の
簡
雍
も
も
と
は
欣
雍
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
翼
州
に
隣
接
す
る
幽
州
琢
郡
に
後
漢
末
期
に
も
取
氏
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。最
後
に
、
以
上
考
察
し
て
き
た
距
鹿
歌
氏
一
族
の
系
図
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
六
号
す
る
河
北
地
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
距
鹿
の
湫
氏
一
族
が
翼
州
さ
ら
に
は
隣
接
す
る
河
北
諸
州
に
影
響
力
を
有
す
る
在
地
の
豪
族
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
後
漢
時
代
の
矩
鹿
取
氏
（別）
は「在地支配型豪族」とでも一一一一口うべき存在であったと思わ
れる。一方
、
後
漢
王
朝
は
政
権
樹
立
当
初
か
ら
在
地
に
影
響
力
を
持
つ
こ
の
よ
う
な
豪
族
の
存
在
と
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、
王
朝
の
地
方
統
治
に
こ
の
「
在
地
支
配
型
豪
族
」
の
地
方
社
会
に
お
け
る
統
治
能
力
を
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
後
漢
王
朝
が
「
在
地
支
配
型
豪
族
」
と
し
て
在
地
に
そ
の
存
立
基
盤
を
持
っ
た
豪
族
を
地
方
社
会
の
支
配
機
構
の
一
端
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
本
稿
で
考
察
し
た
距
鹿
の
取
氏
一
族
が
後
漢
末
期
ま
で
存
続
し
得
た
の
も
そ
の
政
策
の
反
映
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
注（
１
）
未
発
表
。
近
く
発
表
の
予
定
。
（
２
）
以
下
に
掲
げ
る
史
料
の
う
ち
『
後
漢
書
』
を
出
典
と
す
る
も
の
は
本
論
で
は
本
紀
ま
た
は
列
伝
・
志
の
み
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
（
３
）
『
謝
承
後
漢
書
』
鄭
弘
伝
に
「
武
帝
時
、
徒
強
宗
大
姓
、
不
得
族
=二
-
○
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居
」
と
あ
る
。
（
４
）
『
漢
書
』
王
商
伝
に
「
前
頻
陽
臥
定
上
書
言
（
王
）
商
與
父
傅
通
…
・
・
・
」
と
あ
り
、
ま
た
『
後
漢
書
』
漏
異
列
伝
に
「
於
是
北
地
諸
豪
長
臥
定
等
、
悉
畔
院
鴛
降
」
と
あ
り
、
左
嬬
翔
頻
と
北
地
郡
に
も
欧
氏
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
（
５
）
『
漢
書
』
地
理
志
上
の
党
州
済
陰
郡
の
条
に
「
（
王
）
笄
改
定
陶
日
済
平
」
と
あ
る
。
（
６
）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
参
照
。
（７）『後漢書』光武帝紀上など参照。
（
８
）
こ
こ
の
李
賢
注
に
引
か
れ
た
『
東
観
記
』
に
は
、
「
王
郎
畢
尊
號
、
欲
收
純
、
純
持
節
與
從
吏
夜
逃
出
城
、
駐
節
道
中
、
詔
取
行
者
車
馬
、
得
數
＋
、
馳
歸
宋
子
、
輿
従
兄
所
・
宿
・
植
倶
詣
上
所
在
虜
奴
、
言
王
郎
反
状
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
従
兄
」
と
す
る
。
（
９
）
「
育
」
は
「
賞
」
の
誤
り
と
い
う
。
施
之
勉
『
後
漢
書
集
解
補
』
第
一
一
冊
（
中
国
文
化
大
学
出
版
部
、
’
九
八
四
年
）
三
九
七
頁
参
照。
（
皿
）
こ
こ
の
李
賢
注
参
照
。
な
お
『
三
国
志
』
蜀
書
諜
周
伝
に
は
「
歌
純
・
劉
植
之
徒
、
至
干
輿
病
商
棺
」
と
あ
る
。
（
ｕ
）
張
鶴
泉
「
東
漢
宗
族
組
織
試
探
」
（
「
中
国
史
研
究
』
’
九
九
三
年
第
一
期
）
で
も
「
臥
純
が
宗
族
全
体
の
統
率
者
に
違
い
な
い
」
と
理
解
し
て
い
る
。
（
皿
）
『
漢
書
』
巻
二
十
八
上
地
理
志
に
は
河
東
郡
皮
氏
の
条
に
「
取
郷
、
古
耽
國
、
晉
献
公
滅
之
、
以
賜
大
夫
趙
夙
」
と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
郡
国
志
一
河
東
郡
皮
氏
の
条
に
「
皮
氏
有
耽
郷
」
と
あ
る
が
、
後
漢
に
お
け
る
豪
族
の
勢
力
形
成
と
そ
の
展
開
（
岡
安
）
前
後
漢
書
と
も
常
山
郡
に
は
「
臥
郷
」
の
地
名
は
見
え
な
い
。
（
Ｂ
）
『
後
漢
書
」
李
賢
注
に
は
「
梛
元
注
水
經
日
、
成
郎
北
有
臥
郷
、
光
武
封
歌
純
爲
侯
國
、
俗
謂
之
宜
安
城
。
其
故
城
在
今
恒
州
藁
城
縣
西
南
也
」
と
あ
る
。
（
ｕ
）
『
後
漢
書
』
王
郎
伝
に
「
立
（
王
）
郎
爲
天
子
。
・
・
・
…
移
撤
州
郡
日
…
…
於
是
趙
國
以
北
、
遼
東
以
西
、
皆
從
風
而
摩
」
と
あ
る
。
（
旧
）
『
東
観
漢
記
』
巻
十
に
は
「
耽
嵩
、
字
文
都
、
距
鹿
人
。
…
…
王
葬
敗
、
盗
賊
起
、
宗
族
在
兵
中
、
穀
食
磯
貴
、
人
民
相
食
、
宗
家
數
百
人
、
升
合
分
糧
。
」
と
あ
り
、
臥
純
の
宗
族
の
一
員
に
耽
嵩
な
る
人
物
の
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
旧
）
讃
其
壌
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
二
冊
（
地
図
出
版
社
一
九
八
二
年
）
に
拠
り
、
直
線
距
離
で
求
め
た
。
（
Ⅳ
）
潭
其
醸
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
二
冊
（
地
図
出
版
社
一
九
八
二
年
）
に
拠
り
、
直
線
距
離
で
求
め
た
。
（
旧
）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
建
武
元
年
の
条
参
照
。
（
Ⅲ
）
『
資
治
通
鑑
』
光
武
帝
紀
建
武
元
年
の
条
に
は
こ
の
記
事
に
続
い
て
「
行
到
南
平
疎
、
諸
將
復
固
請
之
。
王
不
許
」
と
あ
る
。
（別）『三国志』蜀書諸葛亮伝にも、
「（諸葛）嘉日、昔呉漢・欣算等初動世帆即位、世岨酔讓、
前
後
數
四
、
臥
純
進
言
日
、
天
下
英
雄
隅
隅
、
翼
有
所
望
。
如
不
從
議
者
、
士
大
夫
各
歸
求
主
、
無
爲
從
公
也
。
世
岨
感
純
言
深
至
、
遂
然
諾
之
。
」
と
あ
り
、
劉
秀
に
対
す
る
耽
純
の
帝
位
推
戴
の
要
請
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
即
位
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
Ⅲ
）
『
後
漢
書
』
臥
純
列
伝
参
照
。
＝
－
－
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（
明
）
校
点
本
『
後
漢
書
』
寒
朗
列
伝
校
勘
記
に
は
［
按
、
集
解
引
惠
棟
説
、
謂
耽
純
傳
宿
封
燧
郷
侯
、
非
建
也
。
坐
楚
事
爲
歌
阜
、
以
東
光
侯徒封筥郷侯。「随」當作「筥」、建當作「旱」］とある。
（
羽
）
こ
こ
に
引
か
れ
た
『
英
雄
記
』
に
は
「
耽
武
字
文
威
。
聞
純
字
伯
典
。
後
衰
紹
至
、
馥
從
事
十
人
棄
馥
去
、
唯
恐
在
後
、
濁
武
・
純
杖
刀
拒
、
兵
不
能
禁
、
後
令
田
豐
殺
此
二
人
」
と
あ
る
。
（〃）『漢書』地理志上啄郡の条には「高陽、芥日高亭」とあ
（
妬
）
注
（
７
）
参
照
。
（
邪
）
『
漢
書
』
地
理
式
（
胆
）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
李
賢
注
に
は
「
楊
、
景
帝
七
代
孫
」
と
あ
る
。
な
お
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
お
よ
び
『
資
治
通
鑑
』
に
は
「
劉
楊
」
と
あ
る
。
（
閉
）
『
資
治
通
鑑
』
光
武
帝
建
武
二
年
の
条
の
李
賢
注
に
は
「
男
子
謂
姉
妹
之
子
爲
出
。
純
母
蓋
眞
定
宗
室
之
女
、
故
楊
不
疑
而
來
見
純
。
」
と
あ
り
、
臥
純
は
劉
楊
の
甥
で
あ
る
と
す
る
。
（
別
）
東
光
侯
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
『
続
漢
書
』
に
は
「
上
令
諸
侯
就
國
、
純
上
書
自
陣
、
前
在
東
郡
案
殊
啄
郡
太
守
朱
英
親
鳳
、
今
國
属
啄
、
誠
不
自
安
。
制
書
報
日
、
侯
前
奉
公
行
法
、
朱
英
久
吏
、
曉
知
義
理
、
何
時
當
以
公
事
相
是
非
。
然
受
堯
舜
之
罰
者
不
能
愛
己
也
已
更
揮
國
土
、
令
侯
無
介
然
之
憂
。
乃
更
封
純
爲
東
光
侯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
啄
郡
に
お
け
る
自
己
の
身
の
危
険
を
感
じ
た
欣
純
が
封
土
の
変
更
を
申
し
出
た
こ
と
に
よ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
る。 る。 『
漢
書
』
地
理
志
下
定
襄
郡
の
条
に
は
「
定
襄
葬
日
著
武
」
と
あ
（
釦
）
「
後
漢
書
』
衰
紹
列
伝
初
平
元
年
の
条
に
引
く
『
英
雄
記
』
に
は
「
別
駕
從
事
歌
武
」
の
名
が
見
え
る
。
（
別
）
伊
藤
敏
雄
「
魏
晋
期
に
お
け
る
在
地
社
会
と
国
家
権
力
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
四
五
・
六
五
一
号
、
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
は
後
漢
の
豪
族
の
性
格
に
つ
い
て
学
説
史
を
ふ
ま
え
た
ま
と
め
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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